
 

 

 

 

 

 

「むらタク」は、都内初のデマンド交通として、残堀の一部及び伊奈平地域の居住者

を対象に平成 25年 4月から実証実験運行を行っています。「むらタク」は、利用者数

が尐なかった市内循環バスの西循環ルートに替わって運行

していますが、利用状況は必ずしも多くはありません。この

ような状況において、残堀・伊奈平地域にお住まいの方をは

じめとして、市民の皆さまに、むらタクの現状を知っていた

だくとともに、むらタクをもっと利用しやすい地域公共交通

としていくための意見交換会を開催いたします。ぜひご参加

ください。 

■開催日程・会場 

日 程 時 間 会 場 所在地 

2 月6 日（金） 午前 10 時～正午 
第二老人福祉館 

（会議室） 
残堀 2－22－1 

2 月6 日（金） 午後 7時～午後 9時 
残堀・伊奈平地区会館 

（実習室） 
残堀 1―60－3 

2 月7 日（土） 午前 10 時～正午 
伊奈平自治会館 

（集会室） 
伊奈平 2－55－1 

■対象 
・残堀・伊奈平地域居住者（地域外からの参加も可です） 

・各会場の収容可能人数は 20～25人程度です 

■お申し込み 
参加を希望される方は、当日直接会場にお越しください。（事前予約は不要） 

■当日の内容 
①現状説明 

むらタクの役割や運行概要、利用状況、市の財政負担等の状況、また残堀・伊奈平

地域の公共交通網の現状について説明させていただきます。 

②意見聴取 

①の現状説明を踏まえながら、皆さまのむらタクの利用状況、改善が必要と思う点、

むらタクで行きたい場所、利用者を増やすためのアイディアなどについて、グループ

に分かれて自由なご意見をお伺いさせていただきます。 
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＜具体的な進行内容＞ 
以下の内容について説明を行い、ご意見を伺います。 

 内容 

１．あいさつ ・意見交換会の目的 

２．現状説明 ①南西地域の地域公共交通について 

・現状のバス路線 

・むらタク導入前のバス路線 

・導入前の西循環ルートの状況 

②むらタクについて 

・利用方法等の概要 

・利用者数の推移 

・運行経費や収支率等 

３．グループイン

タビュー 

① バス交通の利用状況について 

⇒路線バスを利用する時の行き先や目的、利用時間、利用頻度は？ 

⇒路線バスを利用するに当たって不便なことはないのか 

⇒改善されれば、利用回数がどのくらい増えるのか？ 

② むらタクの利用状況について 

⇒むらタクを利用するときの行き先や目的、利用時間、利用頻度は？ 

⇒むらタクを利用して不便に感じたこと、改善して欲しいことはある

か？  

⇒改善されれば、利用回数がどのくらい増えるのか？ 

③ むらタクで行きたい場所等 

⇒路線バスやむらタクで行けないため、行きたくても行けない場所は

あるか？ 

⇒その場所に行くことは、どうしても出来ないのか？ それとも自転

車やマイカーで行くことはできるのか？ 

⇒仮にその場所をむらタクが運行する場合、利用の日時や頻度は？ 

⇒自転車やマイカーで行くことができても、むらタクが必要な理由

は？ 

④ 財政負担の考え方 

⇒限られた財政の中で、むらタクは、現状よりもっと拡大すべきか、

現状維持か、縮小すべきか？ 

⇒高齢社会を迎えるに当たって、現在のバス交通を維持していくため

に、市民の皆さんにできることは？ 

⇒財政負担によっては、廃止することもやむを得ないと思うか？ 

４．総括 本日のとりまとめ（特徴や傾向） 

意見の取扱について 

 


